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道民の森・民活事業は中止決定

一北海道庁の「時のアセスメント」対象事業一

道民の森、当別ダム上流部の

ゴルフ場建設反対の活動

鯉憲鑿。
当別ダム上流部

群謹濁謀

9
千

｡§
ざ

韻、

I
型

ヨ
趣露

誘

呼‘‘虻 ■

一

●
１
毛
ｒ

識

「魂溌●
凝河源．

l
c

I霧
･ﾛのｰ･

澱：
■■写一■

鑛
蔑

位

鐡荊’

蕪蝉蕊救》２

代表幹事安藤加代子““

･か

り

札
幌
市
の
中
心
部
よ
り
北
北
東
の
方
向

約
四
十
ｍ
に
位
置
す
る
当
別
町
で
、
当
別

ダ
ム
の
建
設
が
進
ん
で
い
る
。
札
幌
市
の

三
番
目
の
ダ
ム
と
し
て
計
画
さ
れ
た
当
別

ダ
ム
は
、
二
○
○
七
年
完
成
予
定
で
小
樽

市
・
札
幌
市
・
石
狩
市
・
当
別
町
の
四
市

町
に
飲
料
水
が
供
給
さ
れ
る
。
総
事
業
費

七
五
○
億
円
・
日
量
二
十
四
万
ト
ン
の
水

源
が
確
保
で
き
、
札
幌
市
へ
は
十
七
万
ト

ン
（
二
十
万
人
分
）
が
供
給
予
定
に
な
っ

て
い
る
。
北
海
道
と
四
市
町
で
「
石
狩
西

部
広
域
水
道
企
業
団
」
が
一
九
九
二
年
に

結
成
さ
れ
「
企
業
団
議
会
」
も
年
二
回
開

催
さ
れ
て
い
る
。
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P
屯
叩
、
４
予
一
卜
毎
々
ｒ
Ｆ
Ｂ
、
こ
■
Ｆ
■
ひ
巳
５
，
足

こ
の
ダ
ム
の
上
流
部
に
、
な
ん
と
ゴ
ル

フ
場
と
ス
キ
ー
場
の
開
発
計
画
（
カ
ム
イ
・

ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
高
原
開
発
）
が
あ
る
と
言

う
事
を
、
一
九
九
六
年
七
月
頃
に
羽
田
さ

ん
（
市
民
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
北
海
道
代
表
）

か
ら
知
ら
さ
れ
驚
い
た
。
さ
ら
に
驚
い
た

の
は
、
当
別
ダ
ム
建
設
を
計
画
し
た
の
は

北
海
道
、
そ
の
水
源
の
上
流
部
に
ゴ
ル
フ

場
と
ス
キ
ー
場
を
誘
致
し
て
い
る
の
も
北

海
道
と
言
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
道
民
の
生

命
を
最
優
先
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

行
政
が
考
え
た
、
と
ん
で
も
な
い
計
画
だ
。

こ
の
計
画
は
、
北
海
道
が
推
進
す
る
「
道

民
の
森
」
構
想
の
民
間
活
力
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
、
す
で
に
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

も
終
了
し
て
い
る
。

北
海
道
は
、
「
国
際
森
林
年
」
（
一
九

八
五
年
）
を
記
念
し
た
事
業
と
し
て
、
一

九
八
七
年
か
ら
「
道
民
の
森
」
の
整
備
を

進
め
て
い
る
（
二
、
○
○
○
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
・
道
民
の
森
構
想
の
基
本
理
念
は
、

多
く
の
道
民
が
森
林
と
親
し
み
、
森
林
を

知
り
、
そ
の
恵
み
を
受
け
な
が
ら
自
然
と

「
道
民
の
森
」
民
活
事
業
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共
に
生
き
る
心
を
培
う
こ
と
と
さ
れ
、
事

業
内
容
は
、
当
別
町
、
月
形
町
に
ま
た
が

る
道
有
林
と
当
別
町
有
牧
野
な
ど
を
活
用

し
た
森
林
空
間
の
総
合
利
用
施
設
づ
く
り

で
あ
る
。
事
業
予
定
地
区
と
な
る
神
居
尻

地
区
は
通
年
利
用
地
区
と
位
置
付
け
ら
れ

民
間
の
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
導
入
し
て
ゴ

ル
フ
場
・
ス
キ
ー
場
の
施
設
建
設
を
行
な

う
予
定
で
あ
る
。

神
居
尻
山
は
希
少
種
を
含
む
多
く
の
動

植
物
が
生
息
し
、
「
道
民
の
森
」
の
中
で

も
最
も
貴
重
で
多
様
な
自
然
が
豊
富
な
と

こ
ろ
だ
。
春
に
は
カ
タ
ク
リ
の
群
落
が
い
っ

せ
い
に
花
を
開
か
せ
る
。

ゴ
ル
フ
場
は
無
農
薬
で
ま
た
一
部
人
工

芝
で
管
理
す
る
と
し
て
い
る
が
、
化
学
肥

料
は
使
わ
れ
る
た
め
下
流
に
位
置
す
る
ダ

ム
の
水
質
に
負
荷
を
与
え
る
こ
と
は
必
至

と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
ス
キ
ー
場
建
設
に
よ
り
神
居

尻
山
の
水
源
か
ん
養
保
安
林
が
、
四
十
ヘ

ク
タ
ー
ル
（
約
二
万
本
）
伐
採
さ
れ
る
。

森
林
は
豊
か
な
水
と
き
れ
い
な
空
気
を
育

む
「
緑
の
ダ
ム
」
効
果
な
ど
実
に
多
様
な

機
能
を
も
っ
て
い
る
。
樹
木
の
伐
採
に
よ

り
保
水
力
が
低
下
し
、
大
雨
に
よ
る
鉄
砲

水
の
発
生
な
ど
ダ
ム
へ
の
悪
影
響
も
心
配

さ
れ
る
。

当
別
町
に
は
、
す
で
に
五
つ
の
ゴ
ル
フ

場
が
あ
る
。
こ
の
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た

命
の
源
で
あ
り
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
水
。
そ
の
水
が
汚
染
さ
れ
る
か
も

知
れ
な
い
と
い
う
危
機
感
か
ら
、
市
民
が

反
対
の
声
を
あ
げ
た
。
石
狩
と
札
幌
の
三

団
体
が
各
自
治
体
や
石
狩
西
部
広
域
水
道

企
業
団
に
、
要
望
書
を
提
出
す
る
な
ど
の

活
動
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
食
べ
物
の

安
全
性
や
せ
っ
け
ん
運
動
な
ど
共
同
購
入

を
通
し
て
、
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

る
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
（
い
し
か
り
・
北
・

北
斗
の
三
支
部
）
と
地
元
当
別
の
二
団
体

が
参
加
の
意
思
を
表
明
し
た
。
一
九
九
六

年
十
月
「
当
別
ダ
ム
上
流
部
の
ゴ
ル
フ
場

建
設
計
画
に
反
対
す
る
市
民
連
絡
会
」
を

の
は
バ
ブ
ル
の
最
盛
期
。
六
番
目
の
ゴ
ル

フ
場
が
今
、
本
当
に
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
石
狩
地
方
の
ゴ
ル
フ
場

計
画
は
、
二
十
五
件
の
申
請
に
対
し
て
着

工
さ
れ
た
の
は
僅
か
五
件
で
あ
る
。
し
か

し
、
当
別
町
は
ゴ
ル
フ
場
と
ス
キ
ー
場
の

建
設
計
画
が
ダ
ム
の
背
後
地
の
雇
用
の
場
、

地
域
振
興
の
特
効
薬
に
な
る
と
主
張
し
譲

ら
な
い
。「

い
の
ち
の
水
」

が
危
な
い

①
ダ
ム
建
設
予
定
地
は
な
だ
ら
か
な
山
間

で
あ
る
た
め
水
深
が
浅
く
、
そ
の
た
め
富

栄
養
化
し
や
す
い
。

②
当
別
川
の
水
質
は
、
札
幌
市
民
の
水
が

め
で
あ
る
豊
平
峡
ダ
ム
や
定
山
渓
ダ
ム
に

比
べ
て
汚
染
・
汚
濁
し
て
い
る
。

③
地
質
は
沖
積
土
、
砂
岩
、
泥
炭
な
ど
で

フ
ミ
ン
質
・
鉄
の
溶
出
も
懸
念
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
の
発
生
に
直

結
成
。
（
八
団
体
）
現
地
を
見
学
し
た
り
、

各
地
域
で
集
会
や
神
原
昭
子
さ
ん
（
リ
ゾ
ー

ト
・
ゴ
ル
フ
場
問
題
全
国
連
絡
会
事
務
局
）

を
講
師
に
迎
え
学
習
会
を
開
催
し
た
。

私
達
は
事
実
を
市
民
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
の
署
名
活
動
を
展
開
し
た
。
生
活
ク

ラ
ブ
生
協
を
中
心
に
一
四
、
八
四
○
筆
を

集
め
、
当
別
町
で
は
若
い
母
親
を
先
頭
に

乳
飲
子
を
背
負
い
、
幼
子
の
手
を
引
き
な

が
ら
家
を
一
軒
づ
つ
ま
わ
り
二
団
体
が
、

各
々
三
、
○
○
○
筆
前
後
（
人
口
約
二
万

人
）
も
集
め
北
海
道
・
当
別
町
・
議
会
へ

提
出
し
た
。

安
全
な
飲
料
水
を
確
保
す
る
た
め
に
、

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
禍
根
を
残
さ
な

い
た
め
に
市
民
が
動
き
だ
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
輪
が
じ
わ
じ
わ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。

又
、
学
習
の
結
果
、
当
別
ダ
ム
そ
の
も

の
が
抱
え
て
い
る
問
題
も
あ
る
と
言
う
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

北
海
道
の
堀
知
事
は
四
月
十
七
日
、
全

国
に
先
駆
け
て
公
共
事
業
の
見
直
し
を
打

ち
出
し
た
「
時
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
（
時

代
の
変
化
を
踏
ま
え
た
施
策
の
再
評
価
）

の
対
象
九
事
業
の
う
ち
、
「
道
民
の
森
」

民
活
事
業
（
ゴ
ル
フ
場
と
ス
キ
ー
場
）
を

中
止
す
る
と
初
め
て
の
結
論
を
出
し
た
。

事
業
中
止
の
正
式
決
定
は
、
北
海
道
の
勇

気
あ
る
決
断
で
あ
る
と
同
時
に
、
私
達
の

粘
り
強
い
反
対
運
動
の
成
果
で
も
あ
る
。

「
時
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
の
政
策
は
、

一
九
九
七
年
一
月
に
堀
知
事
が
年
頭
の
挨

拶
で
発
表
し
た
。
こ
れ
ま
で
行
政
が
一
度

決
定
し
た
施
策
は
、
「
行
政
は
絶
対
に
間

違
わ
な
い
」
と
い
う
自
負
か
ら
、
前
例
踏

水
と
同
時
に
土
砂
を
溜
め
る
の
が
ダ
ム

と
聞
い
た
。
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
当
別
ダ

ム
は
あ
ま
り
に
も
悪
条
件
の
揃
っ
た
ダ
ム

湖
に
な
る
。
水
源
の
保
護
・
保
全
は
当
面

の
重
要
課
題
で
あ
る
が
、
ダ
ム
そ
の
も
の

も
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

結
し
水
質
の
悪
化
を
招
く
。

「
時
のア
セ
ス
メ
ン
ト
」

（3）



襲
や
行
政
の
継
続
性
に
固
執
し
、
そ
の
価

値
や
効
果
が
変
化
し
て
も
中
止
や
再
評
価

が
さ
れ
る
こ
と
な
く
突
き
進
ん
だ
。
そ
の

結
果
、
多
く
の
批
判
を
産
象
ム
ダ
な
税
金

も
使
わ
れ
た
。
「
時
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」

は
行
政
自
身
が
時
と
い
う
客
観
的
な
も
の

さ
し
を
当
て
、
再
評
価
す
る
と
い
う
画
期

的
な
シ
ス
テ
ム
だ
。

背
景
に
は
逼
迫
す
る
財
政
状
況
と
一
連

の
不
正
問
題
に
端
を
発
し
、
北
海
道
や
道

議
会
に
対
し
道
民
か
ら
厳
し
い
批
判
の
声

が
相
次
い
で
お
り
、
失
墜
し
た
道
政
へ
の

信
頼
を
回
復
す
る
切
り
札
で
も
あ
っ
た
。

三
月
に
は
対
象
六
事
業
が
決
ま
っ
た
。

し
か
し
、
地
元
自
治
体
や
自
民
党
議
員
の

強
固
な
反
発
が
あ
り
事
業
名
が
公
表
さ
れ

た
の
は
こ
の
四
ヵ
月
も
後
の
七
月
十
五
日
。

好
余
曲
折
を
経
て
、
よ
う
や
く
再
評
価
作

業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

私
達
の
反
対
運
動
が
き
っ
か
け
と
な
り

「
時
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
の
対
象
と
な
っ

た
、
「
道
民
の
森
」
民
活
事
業
で
は
、
北

海
道
は
十
一
月
に
賛
成
・
反
対
団
体
か
ら

意
見
聴
取
を
行
な
い
、
今
年
二
月
に
は
石

狩
市
・
当
別
町
・
札
幌
市
の
各
会
場
で
公

聴
会
が
開
催
さ
れ
二
十
九
名
が
意
見
陳
述

を
し
た
。
（
応
募
者
六
十
七
名
）
さ
ら
に
、

北
海
道
森
林
審
議
会
を
公
開
に
し
て
委
員

十
一
名
か
ら
事
業
推
進
の
是
非
に
つ
い
て

意
見
も
聞
い
た
。
委
員
か
ら
は
、
事
業
推

進
に
賛
成
す
る
意
見
は
な
く
、
見
直
し
を

求
め
る
声
が
こ
こ
で
も
大
勢
を
占
め
た
。

こ
れ
ま
で
に
聴
取
し
た
市
民
の
多
数
が
反

対
を
表
明
し
て
い
る
ほ
か
、
北
海
道
が
業

者
に
委
託
し
実
施
し
た
経
済
波
及
効
果
に

つ
い
て
の
調
査
か
ら
も
、
「
効
果
は
大
き

い
と
は
言
え
な
い
」
と
い
う
結
果
報
告
が

出
た
。四
月
十
日
、
所
管
部
で
あ
る
水
産
林
務

部
は
再
評
価
調
書
を
ま
と
め
、
西
村
副
知

事
を
座
長
と
す
る
検
討
チ
ー
ム
に
提
出
し

た
。
部
と
し
て
は
事
業
継
続
は
厳
し
い
と

事
業
中
止
の
意
向
も
発
表
し
た
。
公
聴
会

で
基
本
的
な
事
務
手
続
き
の
ミ
ス
等
も
あ
っ

た
が
九
十
名
に
及
ぶ
道
民
か
ら
参
考
意
見

を
求
め
た
り
、
森
林
審
議
会
を
積
極
的
に

ノ
〃

ﾉﾉﾉ編

〃

／

廻り

卸』
公
開
す
る
部
の
姿
勢
は
評
価
し
た
い
。

堀
知
事
は
、
検
討
チ
ー
ム
で
の
検
討
結

果
を
踏
ま
え
事
業
の
中
止
を
決
め
た
。
中

止
に
つ
い
て
「
自
然
や
環
境
へ
の
意
識
の

高
ま
り
か
ら
、
事
業
が
水
道
水
源
地
に
そ

ぐ
わ
な
い
と
判
断
し
た
」
と
述
べ
た
。

全
国
的
に
公
共
事
業
の
在
り
方
が
問
わ

れ
る
な
か
、
走
り
だ
し
た
「
時
の
ア
セ
ス
」

が
北
海
道
に
風
穴
を
あ
け
、
道
職
員
の
意

識
を
変
え
、
そ
し
て
新
風
を
吹
き
込
む
こ

「
市
民
連
絡
会
」
の
結
成
と
活
動
内
容

一
九
九
六
年
七
月
三
十
一
日

・
石
狩
町
・
札
幌
市
に
於
い
て
反
対
す
る
三
団
体
結
成
。

札
幌
市
に
要
望
書
提
出

八
月
一
日

・
現
地
を
見
学
す
る

・
札
幌
市
と
い
し
か
り
町
が
い
し
か
り
西
部
広
域
水
道
企
業
団
へ
意
見
書

提
出
（
以
下
「
企
業
団
」
と
す
る
）

八
月
十
二
日

・
企
業
団
企
業
長
へ
要
望
書
提
出
。
企
業
団
議
会
議
長
へ
陳
情
書
提
出

九
月
二
日

・
企
業
団
議
会
が
開
催
さ
れ
る
。

「
当
別
ダ
ム
水
源
保
全
調
査
特
別
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
る
。

・
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
三
支
部
（
い
し
か
り
・
北
斗
・
北
）
が
ゴ
ル
フ
場
建

設
反
対
の
意
志
を
確
認

九
月
二
十
四
日

・
緊
急
集
会
開
催
（
北
区
）
「
ゴ
ル
フ
場
問
題
学
習
会
」
講
師
・
神
原
昭
子
氏

と
に
期
待
し
た
い
。

こ
れ
で
私
達
の
反
対
運
動
も
、
建
設
予

定
地
等
の
取
り
組
象
課
題
は
残
っ
て
は
い

る
が
当
初
の
目
的
は
達
成
さ
れ
た
。
今
回

の
運
動
を
通
し
て
、
行
政
の
情
報
が
タ
イ

ム
リ
ー
に
市
民
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
の
重

要
性
と
市
民
が
声
を
出
す
こ
と
の
大
切
さ

を
痛
感
し
た
。
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十
月・
当
別
町
に
二
団
体
結
成

十
月
二
十
二
日

．
「
当
別
ダ
ム
上
流
部
の
ゴ
ル
フ
場
建
設
計
画
に
反
対
す
る
市
民
連
絡
会
」
（
八
団
体
）

十
月
二
十
四
日

．
「
ゴ
ル
フ
場
問
題
学
習
会
」
（
あ
い
の
里
地
区
）
講
師
・
神
原
昭
子
氏

十
月
二
十
八
日

．
『
連
絡
会
』
が
北
海
道
知
事
へ
要
望
書
提
出

・
当
別
町
二
団
体
が
当
別
町
長
へ
要
望
書
提
出

十
一
月
・
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
三
支
部
が
街
頭
署
名
（
い
し
か
り
・
北
斗
・
北
）

十
一
月
十
八
日

・
㈱
前
川
製
作
所
へ
公
開
質
問
状
を
提
出

・
道
議
会
へ
請
願
書
を
提
出
・
・
・
・
署
名
簿
添
付
（
一
四
、
八
四
○
筆
）

（
連
絡
会
・
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
・
当
別
）

十
一
月
二
○
日

・
当
別
町
長
へ
要
望
書
提
出
（
連
絡
会
）

・
当
別
町
議
会
へ
陳
情
書
提
出
（
当
別
二
団
体
）

十
二
月
十
一
日

・
北
海
道
知
事
へ
「
保
安
林
解
除
に
反
対
す
る
要
望
書
」
提
出
（
連
絡
会
）

・
農
林
水
産
大
臣
へ
「
保
安
林
解
除
に
反
対
す
る
要
望
書
」
提
出
（
連
絡
会
）

入
沢
林
野
庁
長
官
と
会
談
（
於
東
京
）

一
九
九
七
年
一
月
三
十
一
日

．
「
当
別
ダ
ム
上
流
部
の
カ
ム
イ
・
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
高
原
開
発
事
業
」

（
保
安
林
解
除
）
に
つ
い
て
の
円
卓
会
議
が
開
催
さ
れ
る
。

二
月
一
日

・
市
民
連
絡
会
ニ
ュ
ー
ス
恥
１
発
行

二
月
六
日

・
企
業
団
の
「
当
別
ダ
ム
水
源
保
全
調
査
特
別
委
員
会
」
を
傍
聴

三
月
十
二
日

・
道
議
会
の
総
務
・
水
産
林
務
委
員
会
の
委
員
（
議
員
）
に
公
開
質
問
状
を
提
出

四
月
十
七
日

・
市
民
連
絡
会
ニ
ュ
ー
ス
肋
２
発
行

四
月
二
十
五
日

・
当
別
ダ
ム
の
現
地
見
学

四
月
二
十
八
日

・
当
別
町
で
市
民
連
絡
会
ニ
ュ
ー
ス
を
配
布
（
二
、
○
○
○
部
）

五
月
二
十
日

・
北
海
道
知
事
へ
「
時
の
ア
セ
ス
の
実
施
に
関
す
る
要
望
書
」
提
出

五
月
二
十
六
日

・
北
区
で
街
頭
ア
ピ
ー
ル
と
ニ
ュ
ー
ス
配
布
（
三
、
○
○
○
部
）
’

六
月
十
二
日

・
当
別
ダ
ム
の
現
地
見
学

・
道
議
会
傍
聴
（
六
月
三
十
日
か
ら
七
月
四
日
迄
）

七
月
九
日

・
林
務
部
の
説
明
会
（
時
の
ア
セ
ス
の
進
め
方
・
状
況
説
明
）

七
月
十
五
日

「
時
の
ア
セ
ス
」
対
象
六
事
業
の
一
つ
に
選
ば
れ
る
。

七
月
二
十
五
日

・
Ｕ
Ｈ
Ｂ
テ
レ
ビ
取
材
（
ザ
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
）
「
時
の
ア
セ
ス
」
特
集
番
組

八
月
三
十
日

・
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
で
活
動
を
報
告

九
月
二
十
一
日

・
自
由
学
校
「
遊
」
主
催
・
公
共
事
業
の
コ
ー
ス

（
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
現
地
を
案
内
す
る
）

十
月
二
十
五
日

「
市
民
連
絡
会
一
周
年
記
念
講
演
」

ｌ
水
は
森
か
ら
の
贈
り
物
ｌ
（
講
師
小
野
有
五
氏
）

十
一
月
二
十
二
日
．

「
道
民
の
森
」
民
活
導
入
事
業
に
係
る
再
評
価
検
討
作
業
の
た
め
の
意
見
聴
取
（
道
．
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一
九
九
八
年
一
月
七
日

・
道
か
ら
公
開
質
問
書
の
回
答

一
月
二
十
四
日

・
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
で
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
活
動
報
告

★
「
公
聴
会
三
会
場
で
開
催
」
（
応
募
者
六
十
七
名
で
二
十
九
名
意
見
陳
述
）

二
月
四
日

・
石
狩
市
（
反
対
十
六
賛
成
二
そ
の
他
三
）

二
月
五
日

・
当
別
市
（
反
対
九
・
五
賛
成
三
・
五
そ
の
他
一
）

二
月
六
日

・
札
幌
市
（
反
対
二
二
・
五
賛
成
二
・
五
そ
の
他
七
）

＊
合
計
（
反
対
四
八
賛
成
八
そ
の
他
十
一
）

二
月
十
四
日

。
「
時
の
ア
セ
ス
を
ア
セ
ス
す
る
集
会
」
（
道
・
自
然
保
護
協
会
）
主
催
に
参
加

二
月
二
十
日

・
道
の
環
境
生
活
部
環
境
室
環
境
生
活
課
に
、
「
環
境
の
村
」
（
仮
称
）
構
想
を
聞
き
に
い
く
。

二
月
二
十
七
日

．
「
北
海
道
森
林
審
議
会
委
員
懇
話
会
」
（
参
加
委
員
十
一
名
）
公
開
に
な
り
傍
聴
。

三
月
十
七
日

・
道
へ
「
環
境
の
村
」
建
設
基
本
計
画
検
討
委
員
会
（
第
三
回
）
の
報
告
を
聞
き
に
い
く
。

三
月
二
十
八
日

．
「
水
道
水
源
研
究
会
」
（
恵
庭
市
）
の
学
習
会
に
参
加
（
代
表
二
名
）

四
月
十
日

・
道
は
「
時
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
対
象
事
業
で
初
の
中
止
を
決
定

主
催
）
市
民
連
絡
会
を
構
成
す
る
八
団
体
の
代
表
が
意
見
を
述
べ
た
。

十
二
月
十
九
日

・
道
へ
「
時
の
ア
セ
ス
の
実
施
に
関
す
る
要
望
及
び
公
開
質
問
書
」
提
出
。

十
二
月
二
十
二
日

．
「
道
志
村
の
水
源
保
全
に
関
わ
る
運
動
」
の
学
習
会
。
（
神
奈
川
県
議
・
青
景
氏
）
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大雪山の

ナキウサギ裁判

弁護士市川守弘

１
提
訴
以
来
、
一
年
半
が
す
ぎ
よ
う
と
し

路
建
設
費
用
を
支
出
す
る
の
は
違
法
で
群
が
、
条
約
に
よ
っ
て
保
謹
さ
れ
る
べ

て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
現
地
検
証
や
佐
藤
あ
る
と
し
て
そ
の
差
止
め
を
求
め
る
裁
き
生
物
多
様
性
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
と

謙
氏
の
尋
問
な
ど
、
全
国
の
自
然
保
護
裁
判
で
す
。
し
か
し
そ
の
目
的
は
道
路
建
そ
れ
は
道
路
以
外
の
破
壊
に
対
し
て
も

判
に
比
較
し
て
驚
く
ほ
ど
の
ス
ピ
ー
ド
で
設
を
拒
否
す
る
こ
と
で
あ
り
、
最
終
的
保
護
す
べ
き
対
象
に
な
る
か
ら
で
す
。

進
行
し
て
い
ま
す
。
北
海
道
は
こ
の
裁
判
に
は
然
別
火
山
群
の
自
然
を
保
護
す
る
つ
ま
り
、
こ
こ
の
生
物
多
様
性
を
保
護

を
契
機
に
「
時
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
を
打
こ
と
で
す
。
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
て
、
道
路
建

ち
出
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
な
ど
、
裁
判
で
は
、
道
路
建
設
費
用
の
支
出
が
な
設
は
当
面
の
破
壊
行
為
に
過
ぎ
な
い
か

の
影
響
は
広
く
、
深
く
北
の
大
地
に
広
が
っ
ら
訴
え
を
起
こ
し
た
と
言
う
こ
と
に
な

ぜ
違
法
な
の
で
し
ょ
う
か
？
然
別
火
山

て
い
ま
す
。
群
の
自
然
を
保
護
す
る
と
は
ど
う
い
う
る
か
ら
で
す
。

こ
と
で
し
ょ
う
か
？

２
－
体
こ
の
裁
判
は
何
な
の
か
、
何
を
求
５
こ
の
点
か
ら
、
裁
判
を
支
え
る
運
動
と

め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
こ
の
辺
り
３
従
来
、
行
政
が
行
な
う
事
業
が
違
法
と
し
て
、
然
別
火
山
群
の
自
然
保
護
運
動

q

黙一 ー■

で
も
う
一
度

考
え
て
ゑ
ま

し
よ
う
。
道

道
士
幌
然
別

湖
線
と
予
定

地
で
あ
る
然

別
火
山
群
の

自
然
に
つ
い

て
は
、
す
で

に
何
度
も
紹

介
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、

省
略
し
ま
す
。

こ
の
裁
判

は
、
手
続
上
、

住
民
訴
訟
と

し
て
、
北
海

道
が
こ
の
道

４
生
物
多
様
性
条
約
を
根
拠
に
す
る
と
、

裁
判
の
最
終
的
目
的
は
単
に
「
士
幌
高

原
道
路
を
造
る
な
」
と
い
う
問
題
に
止

ま
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
然
別
火
山

群
が
、
条
約
に
よ
っ
て
保
謹
さ
れ
る
べ

き
生
物
多
様
性
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
と
、

そ
れ
は
道
路
以
外
の
破
壊
に
対
し
て
も

保
護
す
べ
き
対
象
に
な
る
か
ら
で
す
。

つ
ま
り
、
こ
こ
の
生
物
多
様
性
を
保
護

す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
て
、
道
路
建

設
は
当
面
の
破
壊
行
為
に
過
ぎ
な
い
か

ら
訴
え
を
起
こ
し
た
と
言
う
こ
と
に
な

る
か
ら
で
す
。

判
断
さ
れ
た
例
は
、
例
え
ば
随
意
契
約

の
手
続
き
に
違
反
し
て
い
る
な
ど
、
本

来
法
が
定
め
る
手
続
き
に
明
確
に
違
反

し
て
い
る
場
合
に
限
ら
れ
、
そ
の
他
は

行
政
の
裁
量
行
為
と
し
て
当
不
当
の
問

題
は
あ
っ
て
も
違
法
に
は
な
ら
な
い
、

と
い
う
の
が
裁
判
所
の
考
え
方
で
す
。

こ
の
裁
判
で
は
、
こ
の
行
政
裁
量
自

体
が
生
物
多
様
性
条
約
に
反
す
れ
ば
違

法
に
な
る
、
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
、
従
来
に
は
な
い
争

点
と
判
断
を
求
め
る
裁
判
に
な
る
の
で

す
。
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切
り
開
く
裁
判
な
の
で
す
。

と
し
て
は
、
な
ぜ
生
物
多
様
性
が
重
要

な
の
か
、
と
い
う
生
物
多
様
性
の
理
解

を
全
国
に
広
め
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
な
じ

み
の
な
い
「
生
物
多
様
性
」
と
い
う
意

味
を
広
め
て
い
く
の
は
大
変
な
作
業
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
が
全
国
世

論
に
な
れ
ば
、
全
国
の
自
然
が
保
護
さ

れ
て
い
く
中
で
、
然
別
火
山
群
も
当
然

に
保
誰
さ
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
裁
判
は
、
二
十
一
世
紀

の
日
本
の
自
然
保
護
の
進
む
べ
き
道
を

平
成
八
年
六
月
三
十
日
、
日
高
山
脈
最

南
端
に
位
置
す
る
ア
ボ
イ
岳
で
、
男
三
人

女
二
人
グ
ル
ー
プ
の
高
山
植
物
盗
掘
が
あ
っ

た
。
続
い
て
平
成
九
年
五
月
十
一
日
に
男

三
人
女
一
人
に
よ
る
盗
掘
が
相
次
い
で
発

生
し
た
。
こ
こ
ア
ポ
イ
岳
の
高
山
植
物
は
、

古
く
昭
和
二
十
七
年
に
国
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
て
こ
の
地
域
固
有
種
の

ヒ
ダ
カ
ソ
ウ
や
ア
ボ
イ
ア
ズ
マ
ギ
ク
な
ど

が
狙
わ
れ
た
も
の
で
す
。
一
方
、
平
成
九

年
九
月
三
日
に
は
、
平
成
八
年
六
月
に
国

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
ば
か
り
の

夕
張
岳
に
お
い
て
、
１
ウ
パ
リ
コ
ザ
ク
ラ
、

ユ
ウ
バ
リ
ソ
ウ
な
ど
三
十
二
種
三
七
六
株

が
女
三
人
組
に
大
量
盗
掘
さ
れ
た
の
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
盗
掘
犯
人
に
は
罰
金
刑
で
は

最
高
の
三
十
万
円
の
判
決
が
あ
り
ま
し
た
。

盗
掘
か
ら
高
山
植
物
を
守
ろ
う

「
高
山
植
物
保
護
と

盗
掘
防
止
の
た
め
の
全
道
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

〆
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■
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■
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錘
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Ｉ
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Ｉ
Ｉ
Ｉ
】
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Ⅱ
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生
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小
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し
か
し
、
こ
れ
ら
の
盗
掘
は
氷
山
の
一
角

に
過
ぎ
ず
、
多
く
の
盗
掘
に
よ
っ
て
貴
重

な
高
山
の
自
然
が
失
わ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
す
。

北
海
道
の
ア
ポ
イ
岳
の
麓
の
町
様
似
町

の
ア
ポ
イ
岳
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
と
夕
張
市
の

１
ウ
パ
リ
コ
ザ
ク
ラ
の
会
、
そ
し
て
山
岳

写
真
家
や
登
山
愛
好
者
な
ど
が
高
山
植
物

の
盗
人
に
怒
り
を
ぶ
つ
け
、
国
の
天
然
記

念
物
管
理
者
の
地
方
自
治
体
や
営
林
署
、

そ
し
て
警
察
な
ど
を
巻
き
込
ん
で
如
何
に

盗
人
か
ら
高
山
植
物
を
守
っ
た
ら
良
い
か

と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
計
画
さ
れ
た
の
で
す
。

高
山
植
物
と
盗
掘
防
止
の
た
め
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
、
三
月
十
五
日
札
幌
市
内
の

北
海
道
大
学
学
術
交
流
会
館
に
お
い
て
三

三
○
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の
実
行
委
員
会
は
夕
張

岳
の
大
量
盗
掘
が
在
っ
た
直
後
に
、
前
述

の
ア
ポ
イ
岳
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
や
１
ウ
パ
リ

コ
ザ
ク
ラ
の
会
が
中
心
に
、
利
尻
島
・
礼

文
島
・
大
雪
山
な
ど
の
管
理
担
当
者
や
山

岳
写
真
家
、
登
山
愛
好
者
な
ど
が
集
ま
っ

て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ

の
呼
び
掛
け
は
次
の
文
章
で
す
。
『
昨
年

夏
、
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
ば
か
り

の
夕
張
岳
で
、
高
山
植
物
が
大
量
に
盗
掘

さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
盗

掘
者
は
現
行
犯
で
逮
捕
さ
れ
ず
、
書
類
送

検
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で

す
。
も
し
、
奈
良
の
弥
勒
菩
薩
や
百
済
観

音
が
盗
ま
れ
た
ら
、
ど
ん
な
騒
ぎ
に
な
る

で
し
ょ
う
？
天
然
記
念
物
は
、
い
わ
ば
自

然
の
国
宝
で
す
。
そ
れ
が
白
昼
堂
々
、
盗

ま
れ
て
い
る
の
に
平
気
で
い
る
と
は
、
ど

う
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
？
私
た
ち
は
、

そ
ん
な
思
い
か
ら
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

計
画
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
一
回
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
べ
て
が
解
決
す
る
な
ど

と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ

だ
け
大
き
な
問
題
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
に

目
を
つ
ぶ
り
、
ほ
っ
た
ら
か
し
に
し
て
お

く
こ
と
だ
け
は
で
き
ま
せ
ん
。
山
を
愛
す

る
人
、
花
を
愛
す
る
人
、
盗
掘
と
い
う
犯

罪
を
憎
む
人
、
そ
う
い
う
人
は
ど
う
か
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
来
て
く
だ
さ
い
。
知
恵
を

出
し
合
っ
て
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
を
、

い
っ
し
ょ
に
考
え
て
ほ
し
い
の
で
す
。
こ

れ
が
私
た
ち
の
切
な
る
願
い
な
の
で
す
。
』

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
一
部
は
現
地
か
ら
の

報
告
で
、
夕
張
岳
・
ア
ポ
イ
岳
・
礼
文
島
、

そ
し
て
大
雪
山
の
高
山
植
物
の
管
理
状
況

や
盗
掘
の
現
状
な
ど
が
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ

て
報
告
さ
れ
、
限
定
さ
れ
た
そ
の
地
域
に

し
か
生
息
し
な
い
固
有
種
な
ど
の
絶
滅
ま

じ
か
の
生
々
し
い
状
況
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
午
前
九
時
よ
り
始
ま
っ
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
午
後
の
部
、
第
二
部
は
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。
パ
ネ
リ

ス
ト
に
は
現
状
を
切
々
と
訴
え
る
地
元
の

自
然
保
護
団
体
会
員
や
国
定
公
園
管
理
事

務
所
長
、
弁
護
士
、
高
山
植
物
を
販
売
し

て
い
る
ナ
ー
セ
リ
ー
、
そ
し
て
お
客
様
と

し
て
招
い
た
地
元
自
治
体
や
北
海
道
庁
の

担
当
者
と
林
野
庁
や
北
海
道
警
察
な
ど
が

加
わ
っ
て
、
高
山
植
物
の
盗
人
絶
滅
の
た

め
の
論
議
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
「
高
山

植
物
を
盗
ん
で
い
る
の
を
観
つ
け
て
も
捕

ま
え
る
権
限
が
無
い
」
と
切
実
に
訴
え
る

パ
ネ
リ
ス
ト
。
大
量
盗
掘
の
ほ
と
ん
ど
は

ア
ウ
ト
ロ
ー
（
暴
力
団
）
と
関
係
が
あ
る

の
で
は
。
ナ
ー
セ
リ
ー
の
発
言
で
は
、

「
今
で
は
国
内
Ｑ
員
山
植
物
が
少
な
く
な
っ

て
い
て
中
国
か
ら
入
っ
て
き
て
い
る
の
で

盗
掘
の
取
締
り
と
同
時
に
販
売
禁
止
の
法

律
が
必
要
な
の
で
は
」
・
現
在
の
国
内
法

で
は
高
山
植
物
に
限
っ
て
の
保
護
の
法
律

は
無
い
の
で
す
が
、
地
方
自
治
体
の
山
梨

県
に
只
一
っ
『
山
梨
県
高
山
植
物
の
保
護

に
関
す
る
条
例
』
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
販

売
に
つ
い
て
も
違
法
と
し
て
取
締
り
の
対

象
に
な
っ
て
い
ま
す
。
北
海
道
に
も
同
様

の
条
例
の
制
定
を
求
め
る
事
に
な
り
ま
し

た
。
又
、
自
然
保
護
団
体
や
登
山
愛
好
者

が
盗
掘
防
止
の
た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
監

視
を
し
て
も
現
行
犯
の
逮
捕
権
限
が
な
い

の
で
、
鉄
道
警
察
の
よ
う
に
森
林
警
察
と

し
て
逮
捕
権
限
の
あ
る
条
例
が
で
き
な
い

も
の
か
、
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
実
行
委
員
会

に
加
わ
っ
た
団
体
の
他
に
、
七
十
四
の
賛

同
団
体
が
あ
り
ま
し
た
。
二
回
目
、
三
回

目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
今
後
も
開
催
し
、

又
賛
同
団
体
を
含
め
て
高
山
植
物
盗
掘
防

止
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
も
今
後
の
活
動
方

針
と
し
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
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